
２０２５年度 学校法人共立学園 事業報告 

 

２０２５年度におきましても、当学園が理想と掲げる「子どもらしさ」や「子ども

の発想」を大切にしながら、スタッフ一丸となって幼児教育・保育の質の向上に邁進

して参りました。 

全国的な出生数の減少に伴い、少子化の進行には歯止めがかからない状況が続いて

おりますが、当学園におきましては、引き続きこの環境変化に柔軟に対応した園づく

りを意識し、取り組むことが強く求められております。そのため、これからも地域社

会から必要とされる園のあり方について検証を重ね、教育・保育内容のさらなる充実

を図るとともに、その方向性を全スタッフで共有して参りました。同時に、保護者の

皆様をはじめ、地域住民や各ステークホルダーへの取り組みの発信・情報公開にも努

めて参った所存です。また、行政機関との緊密な連携や、諸課題の解決に向けた働き

かけを並行して行うとともに、スタッフのモチベーション向上および「働き方改革」

につながる労働環境の改善に向け、ワークライフバランスを充実させるための様々な

施策を推進して参りました。 

園児の動向におきましては、３〜５歳児の認定区分における２号認定の割合が増加

の一途をたどっております。２０１５年度には約１８％であった割合が、２０２５年

度末には約５２％（新２号認定を含む保育利用として）に達し、ついに１号認定との

割合が逆転するに至りました。今後は、社会全体の雇用形態や就労状況の構造変化が

さらに加速することを見据え、保育利用児への確実な対応と、教育内容のさらなる質

的向上を両立させることが求められます。また、子どもの貧困対策も重要な社会的要

請として位置づけられており、当学園としても地域社会と共生し、福祉的なアプロー

チを含めた社会的責任を果たしていくことが、これまで以上に求められているのは言

うまでもありません。 

加えて、時代に即した園づくりに向け、今年度より新たに「異文化コミュニケーシ

ョン」活動を導入いたしました。これからを生きる子どもたちが、自然体で多様な文

化に触れる機会を設けることで、国や文化の違いという壁を感じることなく、豊かな

国際感覚を持って成長していけるよう土台作りに努めております。 

さらに、子どもたちの命と安全を守る「安全対策」の徹底は、園運営における最優

先事項として取り組んで参りました。近年、多様化・激甚化する自然災害への備えを

はじめ、園内・園外活動における事故防止、防犯体制の強化、および感染症対策など、

多角的な視点から危機管理マニュアルの見直しとアップデートを実施いたしました。

また、「安全管理会議」を毎月定期的に開催し、各現場からのヒヤリハット事例の収

集・分析、および具体的な改善策の全学園的な共有を迅速に行って参りました。こう

した定期的な対話と検証に加え、避難訓練や不審者対応訓練を重ねることで、全スタ

ッフの安全意識の高度化とリスクの未然防止に努めております。保護者の皆様に安心

してお子様を託していただけるよう、今後もハード・ソフト両面からの安全基盤の強 
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化を継続して参ります。 

当学園の運営において、「生産性」向上の鍵を握るのは「人」と「質」であると確

信しております。その実現に向け、特に以下の３点に注視し、引き続き健全な園運営

に取り組んで参ります。 

 「ＩＣＴの推進」（保育周辺業務の省力化、効率化、合理化） 

 「研修機会の充実」（保育者の資質および専門性の向上） 

 「経営の質向上と労働環境の改善」（経営マネジメント力の強化） 

財務面におきましては、人件費比率が増加傾向にございますが、中長期的な視点に

立った人材配置は、今後の事業展開に向けた「コスト」ではなく、持続可能な運営の

ための必要な「投資」であると捉え、戦略的に配置を進めて参りました。また、食材

をはじめとする諸物価の高騰が続いておりますが、利用者の皆様の「食」への関心や

安全への意識が高まる中、質の高い給食の提供は子どもたちの健やかな成長を支える

「不可欠な基盤づくり」であると考えております。 

今後もコスト意識を常に厳しく持ちつつも、地域に必要とされる園づくり、そして

子どもの健やかな育ちを保証するという使命のもと、利用者の視点に立ち、SDGs（持

続可能な開発目標）の実現につながる取り組みを継続しながら、学園の発展に尽力し

て参りたいと存じます。 

 

なお、２０２５年度における具体的な取り組みおよび活動状況の詳細につきまして

は、次頁以降の通りご報告申し上げます。 
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学園概要 

１．法人の概要 

 名 称  学校法人 共立学園（昭和４４年２月２１日法人設立） 

 代表者  理事長  内藤 芳雄 

 住 所  大阪府和泉市伏屋町３丁目５番２２号 

 電 話  ０７２５－５５－２１９９ 

 ＦＡＸ  ０７２５－５７－２０２５ 

 設置する学校  

    住 所 大阪府和泉市伏屋町３丁目５番２２号 

    名 称 幼保連携型認定こども園 新光明池幼稚園 

 役 員 

    理 事   ６名  監 事   ２名 

    評議員     ７名 

    理事会     ３回開催  評議員会     ３回開催 

役員名簿 

監事 佐久間 春夫 

監事 宮島 基行 

理事 松山 由美子 

理事（評議員兼任） 武井 邦彦 

理事（評議員兼任） 清水 李生 

理事（評議員兼任） 葛城 宗人 

理事（評議員兼任） 内藤 真希 

理事（評議員兼任） 内藤 芳雄 

評議員 瀬田 真由子 

評議員 北村 至淳 

評議員 小林 明彦 

評議員 濱地 直樹 

評議員 内田 裕之 

評議員 東野 考志 

評議員 田盛 智子 

評議員 齋藤 智子 

    職 員     ８０名 
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２．学園理念 『学園円満』 

私たちは、1969 年創立以来の伝統の流れを汲み、受け継ぎながら、ここに集

う、「子ども」、「ご家庭」、「スタッフ」、「その他園関係者」等、学園に

関わる人すべての幸せを願い、教育・保育活動を通して地域社会の貢献に努め

ます。そのためにはスタッフが全力投球できる職場環境づくりに取り組むとと

もに、学園内スタッフの「人」と「人」とのつながりの中で、やりがいを見出

し、前向きに切磋琢磨できる意識高い専門集団を確立した上で、高い次元で「円

満」となりうる学園づくりを目指します。 

「笑顔が絶えない」「明るい」「楽しい」「あたたかい」学園づくりを大切

にし、当学園『保育理念』に基づいた子ども達の育成に取り組み、次代につな

がる法人継続運営を目指します。 

 

３．保育理念 「子どもらしさ」「子どもの発想」を大切にする園 

◆ 自己肯定感を育むこと 

◆ 友だちとつながる楽しさを十分に経験すること 

「当園保育内容」 

① 遊び中心の保育 

② 講師によるプログラム 

③ 人との関りを大切にする 

④ 五感を通して直接体験を重視 

 

４．事業計画 

 ≪保育時間≫ 

  開園時間：７：３０～１８：３０ 

①教育標準時間：１０：００～１４：３０ 

②保育標準時間： ７：３０～１８：３０ 

②保育短時間 ： ８：３０～１６：３０ 

 ≪公定価格≫ 

  利用者負担金（基本保育料） １号認定、２号認定（無償化） 

                             ３号認定（各在住市で定められた額） 

 ≪上乗せ徴収≫ 

  特別活動費   １号、２号 月額 2,000 円 

    施設環境維持費 １号、２号、３号 2,000 円 

  教育拡充費   １号、２号 月額 3,000 円（満３歳児のみ） 

 ≪実費徴収≫ 

バス維持費  １号、２号 月額 3,600 円 

  給食費    １号    月額 5,200 円（主食費 1,800円 副食費 3,400円） 

         ２号    月額 7,000 円（主食費 2,300円 副食費 4,700円） 

  保育教材費  ３号    月額 1,000 円 
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  布団リース代 ２号、３号 月額 1,200 円 

≪その他の費用≫ 

  入園受入準備費   30,000 円（1号認定） 

 ≪延長保育料金≫ 

  １号認定こども（２号、３号は別に定める） 

  午前の部 午前７時３０分～午前８時３０分  400円（→「就労要件」利用可） 

  午後の部 午後２時３０分～午後４時３０分  600円 

       午後２時３０分～午後５時３０分  800円 

         午後２時３０分～午後６時３０分  900円（→「就労要件」利用可） 

 ≪半日保育時の延長保育料金≫ 

  １号認定こども（２号、３号は別に定める） 

  午前の部 午前７時３０分～午前８時３０分  400円（→「就労要件」利用可） 

  午後の部 午後２時３０分～午後４時３０分  500円 

       午後２時３０分～午後５時３０分  800円 

         午後２時３０分～午後６時３０分 1,000円（→「就労要件」利用可） 

≪長期休暇の預かり保育料金≫ 

      午前７時３０分～午後６時３０分 １時間２００円（給食４４０円） 

≪行事≫ 

  遠足（年長、年４回、年中・年少・満３歳児、年３回）、参観日（年７回）、学

年集会、クラス別懇談会（年３回）、七夕祭り、宿泊保育（年長）、移動動物園、

運動会、作品展、おもちつき、クリスマス会、クリスマスコンサート（鑑賞会）、

南海電鉄車庫見学、生活発表会、水上運動会（年長） 

 ≪施設関係≫ 

園地面積  ４，１６３．５６㎡  園庭面積 １，３４６．３８㎡ 

  園舎面積  ２，１６１．２８㎡（ＲＣ造 ２階建他２棟） 

  保育室１１室、乳児室・ほふく室２室、遊戯室１室、調理室１室、 

子育て支援室１室 

 ≪設備関係≫ 

  各種ＩＣＴシステム導入により保育現場および事務処理の効率化を進めている。 

≪遊具関係≫ 

  子どもが育つ遊びの環境および園内自然環境の維持・充実を踏まえ、植物が良好

に育つための土壌改良、植栽追加等の工事により、「自然の遊具」として活用で

きるように園庭改造を行い、園児の身体能力の向上や感性を高める工夫を行った。

これからの少子化時代でも必要とされる園づくり、幼児教育環境の向上を計った。 

≪借入金関係≫ 

  旧体育施設（解体済）にかかる従来からの設備融資の元金残が今年度完済された。

また２０１７年度認定こども園整備工事に係る設備融資として２０１６年度よ

り福祉医療機構から２年据え置きで借入を行い、その後も順調に約定返済を行っ

ている。 
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【その他子育て支援活動・地域連携等】 

◼ 園庭開放…年間１２回開催 

◼ キッズサークル（未就園児親子のつどい）…年間２０回開催 

◼ 子育て相談…随時開催 

◼ キンダーカウンセラー事業…年間２０回開催 

◼ SDGsの学園取り組み 

◼ 異文化コミュニケーション 

◼ 地域連携活動等 

・幼稚園であそぼう DAY（園児と地域のこどもの交流会） 

・親子体操 ・動物とふれあい DAY ・年長組お泊り保育 

・クリスマス会・人形劇 ・親子ふれあいコンサート・給食試食会 

・小学生わくわくチャレンジ（学童イベント） 

・その他 
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